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機関リポジトリの可視性の向上と
メタデータ，OAI-PMH

平成24年度DRF新任担当者研修「メタデータ概論」「機関リポジトリの
公開」の資料を元に再編集しています

三⼤学連携機関リポジトリ研修会 2014.8.5＠お茶の⽔⼥⼦⼤学
千葉⼤学附属図書館亥⿐分館 武内 ⼋重⼦

この講義の⽬的
研究成果の公開に，機関リポジトリを使うメリットを

説明するための基礎知識を得ましょう

 メタデータ（⼊⼒項⽬）設計の意味
 OAI-PMHというデータ提供⽅法について
 リポジトリ内部のメタデータと外部へ提供するメタデータ
 oai_dcやjunii2のクロスウォーク設計について
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この講義の内容
1 基本理念

1.1 何を考えてメタデータは設計されているか
1.2 OAI-PMH

2 メタデータの設計⽅法
2.1 機関リポジトリのメタデータ
2.2 内部のメタデータ設計
2.3 外部へのメタデータ提供設定

3 可視性を⾼めるための登録
3

メタデータとは
資料の内容表⽰や検索などを容易にするために付けられる，
データのこと。電⼦データの書誌データと思っていれば間違いない。
PDFや画像などの電⼦データは，ファイルを開くまでは中⾝がどのよ
うなものであるか不明であるし，検索などもできない。そこで，タイ
トルや作成者，作成年などのメタデータを付けることで，検索など
ができるようにする必要がある。こうして付けられるのがメタデータで
ある。 リポジトリへの登録は，すなわちメタデータの付与であるといっ
ても過⾔ではない。 どのような項⽬が必要で，どのように記述する
かは各リポジトリで⾃由であるが，ダブリン・コアに準拠した項⽬は
持っておくこと。

DRFPedia より 「メタデータ meta-data」
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?Keywords
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1.1
何を考えてメタデータは設計されているか

1 基本理念5

機関リポジトリとは？（復習です）
クリフォード・リンチ（Clifford Lynch, 2003）
⼤学がその構成員に提供する，⼤学とその構成員が創造したデジ

タル資料の管理や発信を⾏うために，⼤学がそのコミュニティの構成
員に提供する⼀連のサービス

||
機関で産出された研究成果を世界中からアクセスされやすくする

||
可視性（visibility:ビジビリティ）の向上
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可視性を向上させるには
 Googleなどの検索エンジンが，すべてのコンテンツをクローリング

（読取→索引化）してくれるようリポジトリを設定する

CiNiiなどの外部サービスが，機関リポジトリのデータをもと
にサービス提供してくれる。このようなサービスをしてもらえ
るように，
1. リポジトリを設定する
2. 外部サービスに登録する
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1.2
OAI-PMH

1 基本理念8
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OAI-PMHとは？
 複数のリポジトリのメタデータを収集し，それに基づいたサービスを

提供するために開発された，データ提供・収集⽤のプロトコル（通
信⼿段）

 HTTP通信を⽤いていて，各リポジトリソフトウェアでサポートされて
いる

 Open Archives Initiative Protocol for Metadata 
Harvesting

 http://www.openarchives.org/OAI/openarchivesprotocol.html
 ⽇本語訳 http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/oai-pmh2.0/
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機関Ｂ
リポジトリ

OAI-
PMH

機関Ａ
リポジトリ

機関Ｃ
リポジトリ

データプロバイダ サービスプロバイダ

メタデータ提供 ハーベスティング
(ハーベスト)

サービス提供 サービスプロバイダによる
データ提供
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 「リポジトリを公開する」 ということ
||

OAI-PMHで外部にメタデータを提
供すること です

機関リポジトリに収録されたメタデータを，外部サービスが
OAI-PMHで⾃動的に収集して（刈り取って）くれて，
サービス提供してくれる

ハーベスティング 11

プロトコル概要
 OAI-PMH要求

 サービスプロバイダは，URLの形で要求を送る
http://xx.xxxx.ac.jp/xxx?verb=xxx

 Verb引数が要求（６種類）を表す
 メタデータ提供

 データプロバイダは，XML形式でメタデータを返信する

 HTTPで情報のやり取りを⾏う
 コンテンツ本体（本⽂PDF）はやり取りに含まれない

 やり取りするのは，コンテンツの⼊⼿先（＝URL）や書誌情報など
（＝メタデータ）だけ

⾚字部分が
「ベースＵＲＬ」
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要求と値
要求 説明 指定できる値

Identify どんなリポジトリですか？
ListMetadataFormats どんな形式でデータを出⼒できますか？ i
ListSets どんな集合がありますか？ r
GetRecord データを1つください m*, i*
ListIdentifiers IDリストをください m*, s,  f,  u,  r
ListRecords データを全部ください m*,  s,  f,  u,  r

引数 説明
metadataPrefix このデータ形式で
set この集合のデータを
from この⽇付のデータから
until この⽇付のデータまで
identifier このIDのデータを （データごとのユニークな識別⼦）
resumptionToken 次項のデータを

＊のついた引数は
必須

http://xxx.xxxx.ac.jp/xxxx?verb=[要求]
&[引数]=[引数の値]

の形で記述

13

http://mitizane.ll.chiba-u.jp/cgi-
bin/oai/oai2.0

ベースURL
?verb=ListRecords
&metadataPrefix=junii2

junii2形式でデータをがばっとください
&from=2014-04-01&until=2014-05-31

更新⽇が2014/4/1~5/31まで
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NASCIS-CATとのモデル⽐較

共同分担⼊⼒
DB

利⽤者

登録者

ダウン
ロード

ローカルDB

⼊⼒

外部
サービス

利⽤者

リポジトリ

⼊⼒

登録者

これを実現するのが
OAI-PMH（⾃動）

NACSIS-CAT リポジトリ

2.1
機関リポジトリのメタデータ

2 メタデータの設計⽅法16
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2つのメタデータ
内部メタデータ（リポジトリシステムで使⽤するメタデータ）

 ⽬録に相当する書誌情報や，システムがコンテンツを管理する
ためのデータなど

 データの持ち⽅は使⽤するリポジトリシステムにより異なる

外部への提供メタデータ
 OAI-PMHなどで外部に提供するデータ
 要求の都度、内部メタデータを⾃動変換して出⼒
 提供先に応じていくつかの種類を設定できる

17

外部サービス
（サービスプロバイダ）

利⽤者

リポジトリ
登録者 [内部メタデータ]

Title : AAA
Author : Tanaka
DOI :10.1234/567…

[外部提供メタデータ]
<dc:title>AAA</dc/title>
<dc:creator>Tanaka</dc:creator>
<dc:relation>http://dx.doi.org/10.1
234/567…</dc:relation>

①⼊⼒
②OAI-PMH要求

③⾃動変換
[クロスウォーク]

④メタデータ収集

②〜④がハーべスティングの流れ

2つのメタデータ（続き）
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2.2
内部メタデータ設計

2 メタデータの設計⽅法19

内部メタデータ設計で考慮すべきこと
機関リポジトリはメタデータ項⽬，記述⽅法について，

⽬録のような標準化された規則はない

必要になるのは…
資料種別ごとに明確に決定する
必要な情報を不⾜なく定義する
外部への提供メタデータの形式，項⽬をあらかじめ想
定する
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資料種別ごとに必要項⽬を考える

雑誌
論⽂

紀要
論⽂

学位
論⽂

会議
発表

科研
報告

授業
教材

タイトル ● ● ● ● ● ●
著者 ● ● ● ● ● ●
著者キーワード ● ● ● ●
抄録・概要 ● ● ● ●
掲載誌情報 ● ●
学位授与機関・学位の種別 etc. ●
会議名・開催地・⽇時 ●
課題番号・研究期間・種⽬etc. ●
授業年度・授業科⽬etc. ●

内部メタデータの記述
 書誌の記述⽅法について，NACSIS-CATコーディングマニュアル

のような統⼀規範はない

 外部メタデータ⽤のjunii2ガイドラインも参考に
 http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/junii2.html

 NII「学術コンテンツ登録システム」の「システムデータ記述⼿引＞
データ項⽬」を参考にしている機関もある
 http://www.nii.ac.jp/nels/man/
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内部メタデータの例
YNU-R

TeaPot

CURATOR

23

2.3
外部へのメタデータ提供設定

2 メタデータの設計⽅法24
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外部提供メタデータは標準準拠
外部提供メタデータには標準化されたメタデータ
フォーマット仕様がある

 サービスプロバイダは複数リポジトリのデータを収集するため

25

メタデータフォーマット
 OAI_DC

 OAI-PMHで必須，OAIsterなどで使⽤
 DRIVERガイドライン

http://driver-support.eu/managers.html
 http://www.openarchives.org/OAI/2.0/oai_dc.xsd
 http://dublincore.org/documents/dces/

Dublin Core :
インターネット上の情報資源の
メタデータを記述する世界標準。
OAI_DCはDCのデータ項⽬を使っている。
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 junii2
 JAIRO，CiNiiなどNIIで使⽤
 junii2ガイドライン

http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/junii2.html
 http://irdb.nii.ac.jp/oai/junii2.xsd

 ETD-MS : an Interoperability Metadata Standard for Electronic Theses and Dissertations

 学位論⽂⽤，NDLTDで使⽤
 http://www.ndltd.org/standards/metadata/etdms/1-0/etdms.xsd
 http://www.ndltd.org/standards/metadata/

27

外部提供メタデータへの変換

• OAI_DC, junii2, ETD-MSなどでメタデータを提供するため
に、変換表に基づいた変換が必要。

• 内部メタデータから、外部提供メタデータへの変換ができるよう
に、両者のデータ項⽬間でマッピングしておく必要がある。

• マッピングを⽰した変換表がクロスウォーク。

内部メタデータ 外部提供メタデータ変換

変換表(クロスウォーク)
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メタデータ項⽬のマッピング

タイトル

著者

著者キーワード

抄録・概要

掲載誌情報

学位授与番号・学位名

会議名・開催地・⽇時

課題番号・研究期間・種⽬

授業年度・講義科⽬

junii2:title

junii2:creator

junii2:description

junii2:subject

junii2:grantid ほか

junii2:issn

junii2:jtitle

junii2:volume 
junii2.issue ほか

junii2内部メタデータ

[クロスウォーク]
junii2:title = タイトル
junii2:creator = 著者
junii2:description = 抄
録・概要，課題番号，……

変換先に応じて，OAI_DC⽤
ETD-MS⽤なども⽤意する

29

外部メタデータの例

junii2

Junii2形式で出⼒す
る際に著者名の別表

記をカットしている

内部メタ
データ

30
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メタデータ設計の考え⽅
世界標準は顧慮せず，なおかつ顧慮する

内部メタデータ設計は⾃由に！
 リポジトリ上で⾒せたい情報や，コンテンツを管理するためのデータを保持
 ハーベスティングしてほしいサービスに対応できるように，情報を保持

外部への提供メタデータは標準準拠で！
 OAI-PMHなどで外部へデータ提供するために標準準拠で！
 サービスプロバイダによっていろいろな形式（メタデータフォーマット）での

出⼒が求められる
 junii2，OAI_DC，ETD-MS・・・ 31

3
可視性を⾼めるための登録

32
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ここまでの確認

機関
リポジトリ

OAI-PMH
(junii2)

OAI-PMH
(OAI_DC)

OAI-PMH
(ETD-MS)

内部メタデータは
⾃由に！
不⾜なく！

クロスウォーク
設定

外部データ提供⽤
メタデータは
標準準拠で！

33

データプロバイダの⼀覧リストに登録する
国内外で維持管理されている機関リポジトリの⼀覧リストに登録する

 OAI Open Archives Initiative

 メタデータ収集を通じて多様なリポジトリ間の相互運⽤の促進を⽬的とし
た国際的な取組み

 NIIの機関リポジトリ⼀覧
 OpenDOAR Directory of Open Access Repositories

 SHERPAが運営
 ROAR Resitory of Open Access Repositories

 サウサンプトン⼤学が運営
34



2014/08/05

三大学連携 機関リポジトリ研修会 18

2014.7.31現在

サービスプロバイダの検索分析対象になる
国内外で機関リポジトリ（データプロバイダ）のメタデータ等を収集し
て，新たなサービスを展開しているサービスプロバイダがいる
検索対象になれば，アクセス数が劇的に増加し，登録コンテンツが
多くの⼈に利活⽤される

 IRDB/JAIRO/CiNii
 Google/Google Scholar
 OAIster
 NDLTD
 Westlaw Japan
 RePEc
 各⼤学の業績データベース → 詳細は⽉刊DRF第19号などを参照

36



2014/08/05

三大学連携 機関リポジトリ研修会 19

サービスプロバイダの検索対象であるなら…
 サービスプロバイダで使⽤するメタデータフォーマットのためのクロス

ウォークを設定しておく必要がある

 削除履歴を残す設定にする
 削除したレコードの情報が相⼿先に伝わって削除される

 リポジトリのURIが変わった時などには設定変更が必要
 データプロバイダの⼀覧リストについても同様に登録変更が必要

37

まとめ
機関リポジトリは， OAI-PMHによって，登録したコンテ

ンツのメタデータを外部サービスに拡散しやすいシステム
||

研究成果の可視性を向上させる

そのためには………をきちんとしましょう
 適切なメタデータ，クロスウォークの設定
 データプロバイダ⼀覧やサービスプロバイダへの登録
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